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CISA CISA 認定要件／認定時期認定要件／認定時期

１．１．CISA CISA 試験合格試験合格
合格後５年以内に申請しなければ無効。合格後５年以内に申請しなければ無効。

２．業務経験２．業務経験
申請前１０年以内に申請前１０年以内に
情報システムの監査、コントロール、またはセキュリティに関する情報システムの監査、コントロール、またはセキュリティに関する
５年以上の業務経験５年以上の業務経験があること。があること。
但し、但し、一部は最大３年までの代替、免除が可能。（一部は最大３年までの代替、免除が可能。（後述後述））

３．３．ISACAISACA規定類への合意規定類への合意
職業倫理規則、情報システム基準、継続教育方針（職業倫理規則、情報システム基準、継続教育方針（CEPCEP）への合意。）への合意。

４．認定時期４．認定時期
申請内容に問題がない場合、申請後約８週間で認定。申請内容に問題がない場合、申請後約８週間で認定。
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認定要件：業務経験の代替認定要件：業務経験の代替、免除、免除

最大３年最大３年までのまでの代替経験代替経験および教育による免除が可能および教育による免除が可能

１１．情報システムに関する経験．情報システムに関する経験（オペレーション（オペレーション、、開発など）開発など）またはまたは
情報システム以外の監査経験情報システム以外の監査経験 ＝＞＝＞ 最大１年最大１年

２２．短大（２年制）あるいは大学（４年制）の．短大（２年制）あるいは大学（４年制）の学士、修士、博士の取得、学士、修士、博士の取得、
または単位取得（６０、１２０単位）または単位取得（６０、１２０単位） …… 過去１０年でなくともよい過去１０年でなくともよい
＝＞＝＞ １年または２年１年または２年 （複数学位取得でも最大２年）（複数学位取得でも最大２年）

３３．．ISACAISACA後援のモデルカリキュラムを必修とする大学の学士、修士後援のモデルカリキュラムを必修とする大学の学士、修士
＝＞＝＞ １年、但し他の代替経験１年、但し他の代替経験、教育による免除、教育による免除との重複は不可。との重複は不可。

（４．情報セキュリティまたは（４．情報セキュリティまたはITITに関する修士の取得に関する修士の取得
＝＞＝＞ １年１年 …… 但し、申請フォームでの扱いが不明確但し、申請フォームでの扱いが不明確 ））

例外：例外：大学における関連分野大学における関連分野（例：コンピュータサイエンス、会計、情報システ（例：コンピュータサイエンス、会計、情報システ
ム監査）ム監査）の教授経験の教授経験は限度なしは限度なし
＝＞＝＞ ２年につき１年２年につき１年とカウントとカウント
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申請要領（１）申請要領（１） 申請書ページ１について申請書ページ１について

１．申請者情報の記入１．申請者情報の記入
氏名、受験番号、氏名、受験番号、生年月日、郵便送付先（会社、自宅）、受験年月、生年月日、郵便送付先（会社、自宅）、受験年月、
住所、住所、電話番号、電話番号、EmailEmailアドレス、アドレス、

２．２．現在の勤務先現在の勤務先
役職名、役職名、会社名・所属、住所、会社名・所属、住所、電話番号電話番号、、FaxFax、、EmailEmailアドレスアドレス
直属上司直属上司 氏名、役職名氏名、役職名

３．認定条件等に合意した旨の署名３．認定条件等に合意した旨の署名
申請者の氏名（申請者の氏名（活字体活字体）、サイン、日付）、サイン、日付
…… 日付は自動作成すると作成日が入ってしまうので注意日付は自動作成すると作成日が入ってしまうので注意
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申請要領（２）申請要領（２） 申請書ページ２について申請書ページ２について

＜業務経験の明細＞＜業務経験の明細＞
１．１．SECTIONSECTION AA
情報システムの監査、コントロールまたはセキュリティの情報システムの監査、コントロールまたはセキュリティの業務経験に業務経験に
ついて、ついて、雇用者、従事期間、年数月数を記載。雇用者、従事期間、年数月数を記載。合計は切捨て。合計は切捨て。
（最新のものを１行目に記入）（最新のものを１行目に記入）

２．２．SECTIONSECTION BB
情報システム監査以外の監査経験、情報システム関連業務経験、情報システム監査以外の監査経験、情報システム関連業務経験、
大学における教授経験に関して大学における教授経験に関して、会社名（大学名）、従事期間、年数、会社名（大学名）、従事期間、年数
を該当欄に記入。を該当欄に記入。

３．３．SECTIONSECTION CC
証明書上の氏名を記入して、該当する証明書上の氏名を記入して、該当する履修経験履修経験にチェック。にチェック。
当該経験を申請する場合、卒業証明書（英文）当該経験を申請する場合、卒業証明書（英文）等等を送付する必要あり。を送付する必要あり。

４．４．SECTIONSECTION DD
SECTIONSECTION AAからからCCの各年数と、合計年数をの各年数と、合計年数をボックスにボックスに記入。記入。

５．５．SECTIONSECTION EE
SECTIONSECTION AA、、BBを証明してくれる人の氏名、役職、会社名等を記入。を証明してくれる人の氏名、役職、会社名等を記入。
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申請要領（３）申請要領（３） 申請書ページ３について申請書ページ３について

ページ３と４は、表裏の関係になっているので、注意。ページ３と４は、表裏の関係になっているので、注意。

１．申請者記入欄１．申請者記入欄
受験番号、氏名（受験番号、氏名（活字体活字体）、サイン）、サイン、申請日、申請日 を記入。を記入。

２．証明者記入欄２．証明者記入欄
現職場の上司現職場の上司等等に記入を依頼。に記入を依頼。
その上司が証明しきれない場合には、以前の上司その上司が証明しきれない場合には、以前の上司等等に依頼。に依頼。
上司の氏名、会社名、役職、上司の氏名、会社名、役職、住所、住所、電話、電話、EmailEmailアドレスなどを記入。アドレスなどを記入。
申請書ページ２の申請書ページ２のSECTIONSECTION EEに対応した会社名を記入。に対応した会社名を記入。
証明に関する設問証明に関する設問（６問）（６問）に対し回答に対し回答 ＝＞＝＞ チェックチェック と年数記入。と年数記入。
設問設問６６は要注意。（「申請者はは要注意。（「申請者はCISACISAに相応しくないか」という設問に相応しくないか」という設問
なので、なので、NoNo をチェックをチェック））

証明者のサイン、日付を記入。証明者のサイン、日付を記入。
・・ 証明者が複数の場合証明者が複数の場合 申請書申請書ページ５、６ページ５、６ またはコピーを使用またはコピーを使用
また、また、現職が３ヵ月未満の場合、前職での証明が必要現職が３ヵ月未満の場合、前職での証明が必要
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申請要領（４）申請要領（４） 申請書ページ４について申請書ページ４について

業務経験の内容業務経験の内容 （申請書ページ３の裏面）（申請書ページ３の裏面）

１．申請者記入欄１．申請者記入欄
受験番号、氏名、証明者氏名受験番号、氏名、証明者氏名

２．業務経験の内容２．業務経験の内容
該当する項目にチェックを入れる。（１分野の１項目でも可）該当する項目にチェックを入れる。（１分野の１項目でも可）
１．情報システム監査１．情報システム監査
２．２．ITITガバナンスガバナンス
３．システム／インフラのライフサイクル３．システム／インフラのライフサイクル
４．４．ITITサービスの提供と支援サービスの提供と支援
５．情報資産の保護５．情報資産の保護
６．業務継続と災害復旧６．業務継続と災害復旧

３．証明者記入欄３．証明者記入欄
サイン、日付サイン、日付 （申請書と自動作成は位置が違う）（申請書と自動作成は位置が違う）
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自動作成：Home → Certification → CISA  →
Application & Maintenance から １を選ぶ
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項目を入力して印刷後、
署名、日付、チェック項目等を記入
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申請書イメージ（１）申請書イメージ（１） 表紙、認定条件表紙、認定条件
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申請書イメージ（２）申請書イメージ（２） 倫理規則、申請要領倫理規則、申請要領
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申請書イメージ（３）申請書イメージ（３） ページ１～２ページ１～２
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申請書イメージ（４）申請書イメージ（４） ページ３～４ページ３～４
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送付方法

１．申請書を完成させ、証明者の署名を受けた後

大学の卒業証明書等を付けて、

本部のCertification Coordinator 宛に
郵便か e-mail（certification@isaca.org)
か Fax で、まとめて送付する。

２．卒業証明書は、原則として英語で。（日本語の
場合は、英語の注記が必要だと思われる）


